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0．はじめに('）
本研究の目的は，名古屋産業大学人間環境マネジメント学
科に所属する学生の入学後の適応過程を縦断的に飼査し，そ
の調査を通じて人間環境という学際的領域のあるぺき方向性
を模索し、同時に教育へフィードバックしていくことである
（内藤・中川・石崎･坂本・高橋,2005:中川・石崎・坂本・
高橋・内藤，2006；石崎・坂本・高橋・内藤・中川，2007)。
これまでの調査は，第1回が2004年9月から10月にかけて
同学科の1期生を対象に実施され，その後，第2回2005年4
月，第3回2005年9月，第4回2006年4月，第5回2006年
10月，そして第6回2007年4月とI。Ⅱ期生を対象に行わ
れている。本稿では1期生の4年間にわたる調査結果をもと
に総括を行う。第4回，あるいは第5回までを中心とした考
察については上記先行報告を適宜参照いただきたい。
本稿は，本節および5節を内藤と坂本が担当した。第1節
は人間環境全般について中川が担当している。第2節では環
境心理領域のイメージや就職感について石崎が，第3節は坂
17
本が学生生活の適応について考察を行った。第4節の担当は
高橋が国際性を中心に考察を行っている。本節および5節を
除き，各節に対する執鐘担当者は先行報告のそれと同じであ
り，編集上，各節の執鐘においては執筆者の意向を最大限に
尊重している点もそれと変わっていないことを断っておく。
また，総括も独立した論考の中で行われる。
0節注
（1）執嬢担当：内藤徹・坂本剛
0節引用文献
石崎保明・坂本剛・高橋陽子・内藤徹・中川直志2007人
間環境系学生の適応過程に関する縦断的研究（その3），
環境経営研究所年報，6,19-45．
内藤徹・中川直志・石崎保明・坂本剛・高橋陽子2005人
間環境系学生の適応過程に関する縦断的研究，名古屋産
業大学輪集，7，67－77






























